
 9 月１４日(土)は文化会館で毎月恒例のもりやっ子食堂。でも今回は、その食事風景はパス!! 小さな鳥の資料館

館長の池田 昇先生が、ペットの ハヤブサとオオタカ を連れてきてくれました。 

 猛禽類をこんなに間近で見られる機会は珍しいので、子どもたちは目をキラキラ、高校生はキャーキャー。 

 

 守谷市には今でも猛禽類がいるのです。それは、彼らのエサがある、つまり、守谷には自然が残っている証拠なのです。 

人間との共存で傷つく生き物もいます。普段、先生はケガをした野鳥の世話をして、自然に帰すボランティアをされています。 

私たち人間も、自然の一部であることを考えながら暮らしていきたいと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェーンでつないであるけれど、ドキドキします。 

 

 

 

 

 

 

「守谷には、こうして活動している方がいる!!」今回も発見でした。 

 

満たされるのは、おなかだけじゃない のが ほっとカモンさん の 『もりやっ子食堂』｡ 

次の開催日は 10 月 26 日(土)です。 早くも楽しみになってきました♡ 

https://challenge-ibaraki.jp/nature/furusato-jiman/south/12525-2.html

